
 
建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 １ 号 認 定 運 用 指 針  

 

 

制 定  3 0 都 市 建 企 第 6 9 9 号 

平 成 3 0 年 1 0 月 ９ 日 

 

第 １  目 的  

 建 築 物 の 敷 地 は 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 201 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。） 第

42 条 に 基 づ く 道 路 に ２ ｍ 以 上 接 し な け れ ば な ら な い こ と と さ れ て い る 。  

本 運 用 指 針 は こ れ を 満 た さ な い 場 合 に 、特 定 行 政 庁 が 法 第 43 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 認

定（ 以 下「 認 定 」とい う 。）を 適 用 す る に 当 た り 、的 確 か つ 効 率 的 な 運 用 を 図 る た め 、

「 建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 規 定 に 基 づ く 認 定 基 準 」に 基 づ き 定 め る も の で

あ る 。  

 

第 ２  用 語 の 定 義  

 １  道  一 般 の 通 行 の 用 に 供 さ れ て い る 道 路 状 空 地 の こ と を い う 。  

 ２  基 準  「 建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 規 定 に 基 づ く 認 定 基 準 」 第 ２ に

掲 げ る 基 準 を い う 。  

 

第 ３  適 用 要 件  

認 定 は 、 原 則 と し て 次 の 要 件 を 満 た す も の に 適 用 す る 。  

１  申 請 者 が 敷 地 に 所 有 権 、 地 上 権 若 し く は 借 地 権 等 を 有 し 、 又 は 、 こ れ ら を取

得 予 定 で あ る こ と 。  

２  敷 地 分 割 を す る 場 合 は 、 次 の と お り と す る こ と 。  

 イ  分 割 前 の 敷 地 面 積 は 、 分 割 後 に 道 と な る 部 分 を 除 い た 面 積 が 、 500 ㎡ 未 満

で あ る こ と 。  

ロ  分 割 後 の 各 敷 地 面 積 は 、 100 ㎡ 以 上 で あ る こ と 。 た だ し 、 分 割 後 の 一 敷 地

に 建 築 可 能 な 容 積 率 の 算 定 の 基 礎 と な る 延 べ 面 積 が 90 ㎡ 以 上 と な る 敷 地 に

つ い て は 、 分 割 後 の 敷 地 面 積 を 80 ㎡ 以 上 と す る こ と が で き る 。  

 ハ  敷 地 分 割 は 、平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 在 の 敷 地 に 対 し て ４ 以 下 で あ る こ と 。た

だ し 、 基 準 ⅰ 又 は 基 準 ⅱ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

ニ  平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 在 に お い て 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 さ れ た こ と の な

い 土 地 に つ い て は 、 分 割 を 認 め な い 。 た だ し 、 基 準 ⅰ 又 は 基 準 ⅱ の い ず れ か

に 該 当 す る 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

３  道 は 、 平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 に 存 在 す る 道 で 、 相 当 の 期 間 建 築 物 が 建 ち 並 び 、

一 般 の 交 通 の 用 に 供 さ れ て い る も の で あ る こ と 。 た だ し 、 基 準 ⅰ 又 は 基 準 ⅱ の

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

４  建 築 物 の 外 壁 面 か ら 隣 地 境 界 線 ま で の 距 離 を 50 ㎝ 以 上 確 保 す る こ と 。  

 

第 ４  認 定 を 受 け た 後 の 変 更  

認 定 を 受 け た 後 に 計 画 の 変 更 が 生 じ た 場 合 は 、 変 更 後 の 計 画 に つ い て 改 め て  

認 定 を 受 け る も の と す る 。  

た だ し 、 次 の 場 合 で 申 請 者 が 事 前 に 特 定 行 政 庁 に 報 告 し 、 再 度 認 定 を 要 し な いこ

と が 確 認 さ れ た 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

１  建 築 主 の 変 更 等 、 建 築 計 画 に 変 更 が な い も の 。  

２  変 更 の 内 容 が 当 初 の 認 定 内 容 と 比 較 し て 、 建 築 物 と そ の 敷 地 及 び 道 等 と の関

係 に お い て 交 通 上 、 安 全 上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上 支 障 が な い と 認 め ら れ る も の 。  

イ  内 装 ・ 外 壁 ・ 屋 根 等 の 材 質 の 変 更 又 は バ ル コ ニ ー ・ 出 窓 等 の 形 状 の 変 更  

口  認 定 の 範 囲 内 で 建 築 面 積 、 床 面 積 又 は 高 さ が 減 少 す る も の  



 
ハ  測 量 誤 差 に 伴 う 敷 地 面 積 の 増 減 、 配 置 の 変 更 そ の 他 軽 微 な 変 更  

 

第 ５  算 定 方 法 等  

１  法 第 28 条 、建 築 基 準 法 施 行 令（ 昭 和 25 年 政 令 第 338 号 。以 下「 令 」と いう 。）

第 20 条 の 規 定 に お い て 、 道 を 道 路 と み な す 。  

２  法 第 52 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 の 適 用 に お い て は 、道 を 前 面 道 路 と み な す 。 

３  認 定 し た 建 築 物 に 係 る 東 京 都 建 築 基 準 法 施 行 細 則 (昭 和 25 年 東 京 都 規 則 第

194 号 )第 21 条 の 規 定 は 、 道 を 道 路 と み な し て 適 用 す る 。  

４  法 第 56 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 及 び 第 ７ 項 第 １ 号 の 規 定 は 、

道 を 前 面 道 路 と み な し て 適 用 す る 。 た だ し 、 基 準 ⅲ に 該 当 す る 場 合 は 、 同 条 第

２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 及 び 第 ７ 項 第 １ 号 の 規 定 は 適 用 し な い 。  

５  法 第 58 条 の 規 定 は 、道 を 前 面 道 路 と み な し て 適 用 す る 。た だ し 、基 準 ⅲ に 該

当 す る 場 合 は 、 道 を 水 面 等 と み な し て 適 用 す る 。  

６  敷 地 面 積 の 算 定 方 法 に つ い て は 、 令 第 ２ 条 第 １ 項 と 同 様 の 扱 い と す る 。  

 

第 ６  認 定 申 請 時 に 提 出 す る 書 面  

 基 準 ⅲ を 適 用 す る 場 合 の 建 築 基 準 法 施 行 規 則（ 昭 和 25 年 建 設 省 令 第 40 号 ）第 10

条 の ４ の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 承 諾 書 は 、 様 式 １ と す る 。  

 な お 、 承 諾 を 必 要 と す る 範 囲 は 、 指 定 道 路 取 扱 基 準 （ 平 成 23 年 ８ 月 23 日 付 23

都 市 建 企 第 484 号 。以 下 、「 指 定 基 準 」と い う 。）第 ３ 章 第 ２（ ６ ）エ の 範 囲 と す る 。

た だ し 、 以 下 の も の を 除 く 。  

１  指 定 基 準 第 ３ 章 第 ２ （ ６ ） エ （ ア ） 及 び （ イ ） に 規 定 す る 、 そ の 土 地 に ある

建 築 物 又 は 工 作 物 に 関 し て 権 利 を 有 す る 者 。  

 ２  指 定 基 準 第 ３ 章 第 ２ （ ６ ） エ （ ウ ） の 規 定 。  

 

（ 附 則 ）  

本 運 用 指 針 は 、 制 定 の 日 か ら 適 用 す る 。  

 

 

 

 



（ 様 式 １ ）  承 諾 書 

                                     

                                     年   月   日 

 

 特 定 行 政 庁          殿 

 

申請者  住 所       

                             氏 名                印 

                                   (法人の場合は、その事業所の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

建築基準法施行規則第 10条の４の２第２項の規定により、下記のとおり承諾を得ました。 

ここに記載した事項は、事実に相違ありません。  

 

記 

 

建築基準法第 43条第２項第１号の規定に基づく認定の申請者その他の関係者が、当該道を将来にわ

たって通行することについて承諾します。  

 

権 利 等 地 名 地 番 住 所 氏 名 印 承 諾 日 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

（ 備 考 ） 

 



（注意） 

１ 「権利等」欄は、土地の所有者及びその土地に関して該当する権利をそれぞれ記入してください。また、

承諾の相手方が、道を建築基準法施行規則第 10 条の３第１項第２号及び建築基準法施行令第１４４条の

４第２項に規定する基準に適合するように管理する者の場合は、「管理者」と記入してください。 

２ 後見人等の法定代理人又は公有地管理者の場合は、これらの資格を「権利等」欄に記入してください。 

３ 申請者の印及び「印」欄は実印を押印し、印鑑登録証明書（認定申請日の前３か月以内に発行されたも

の）を添付してください。 

４ 「権利等」欄は、「印」欄は実印を押印し、印鑑登録証明書（承諾日の前後３か月以内に発行されたもの）

を添付してください。 
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